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会 議 議 事 録 

会 議 名 令和５年度 第２回教育課程編成委員会 

開 催 日 時 令和６年１月２３日（火） １４：００～１５：２０ 

会 場 中央工学校附属日本語学校 ５階 ５０１教室 

参 加 者 

委員 

坂本  敏、佐藤 洋子、渡来 純如、上野 弘道、長谷川龍太、 

笹井 利浩、榎本 修、溝口 健太、川口 貴之（欠席：對馬由希子） 

陪席者 

関野 格至、佐久間恵子 

                      以上 １２名  

会 議 録 

１．開会挨拶 

座長の坂本敏校長から開会の挨拶を行い、教育課程編成委員会が開会し

た。 

 

２．状況説明 

  坂本校長から学事報告等（概要）について説明があった。 

 

３．令和６年度運営計画（案）について 

佐藤洋子委員から令和６年度運営計画（案）の説明があった。 

（配布資料参照） 

 

（１）令和６年度運営計画（案） 

  ・建学の目的と教育方針 

  ・令和６年度運営重点項目 

  ・運営指針 

  ・学生在籍推定数 

  ・教育指導内容及び教育運営の充実 

  ・教育設備機器等の整備 

  ・就職指導体制 

  ・広報計画等 

 

４．具体的検討 

各学科の教育運営に対して必要な検討を行い、今後更に改善を要する案

件や意見が挙げられた。主なものは次の通り。 
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（１）愛犬美容関連科（愛犬美容科・愛犬美容研究科） 

  ・年初の震災において、災害地域でペットショップを数店舗展開してい

るが、火災により営業できない状態になった店舗があった。インフラ

の停止により、犬の衛生状態の維持及び治療中の犬への薬が入手でき

ないなど困窮している飼い主も多いため、災害地域の顧客全てに連絡

をし支援物資を提供した。さらに、店舗を開放し犬を預る等、獣医師

を含め可能な限りの対応をしている。また、獣医師会でも動物病院で

の一時預かりを行う等、被災ペットに対する支援体制の確保を始めた

が、学校側では災害時の対策として動物の避難所等は設定されている

か。また、災害時に対応できる訓練も是非カリキュラムに含めていた

だきたい。またそれを地方自治体と連携するのも良いと思う。 

  ⇒災害時の対応については、所轄の防災課にも働きかけ、人間に限らず

動物も一緒に避難できるよう検討を申し出たこともあるが、実現に至

っていない。今後も、防災課、保健所、獣医師会、と連携を取り働き

かけていく。 

  ⇒授業での啓蒙については、共生関連科では年間を通して特別講師によ

る動物保護活動に関する教育をしている。現状的なものと考慮し検討

していきたい。 

  ・昨年報道にあった某ペットショップの騒動で、ペット業界は大きな打

撃を受けた。就職内定者からの辞退が出た企業もある。法令遵守につ

いては業界を挙げてより一層力を入れて取り組んでいかなければなら

ない。また、学生には積極的にインターンシップに足を運ばせ、企業

理解を深めてもらいたい。 

  

（２）動物看護関連科（動物看護研究科・愛玩動物看護科） 

・出願率を上げることが重要課題の一つになると思われるが、出願者の

増加は、より質のよい学生の確保にも繋がるため、企業側にとっても

深く関係するところである。動物病院へ来院する利用者は家族連れも

多く、また地元の中学校の職場体験で来院する生徒もおり、広報活動

の一つとして、動物病院等に学校のポスターやチラシなどの掲示、配

付などをされてはどうか ？ 

⇒動物病院へのポスター、チラシなどの依頼はしたことがないが、今後

は企業訪問をする際に状況によってはお願いしたいと思う。 

⇒出願率のアップ、学生の質の向上、業界への寄与も含め努めていきた

い。 

・動物病院主催で地元の小中学校で動物介在教育をボランティア活動で

行っているが、興味がある学生を参加させることで本校の認知度も上

がると思う。 

⇒コロナ禍で介在活動ができなかった時期は、近隣の小中学校、幼稚園
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からお声がかかり活動をしていた。企業様とも連携できればと思う。 

  ・年初の震災に関して、動物病院で被災ペットを受け入れる話しが出て 

   いる。  

  ・動物病院では愛玩動物看護師が国家資格になったことで、専門学校の

受験を考えている大学生のアルバイトがいる。 

  ・愛玩動物看護師法は制定されたが、現場サイドでは獣医師の仕事があ

まり減っていないため、人間の看護師や歯科衛生士と同様に診療行為

が行えるよう、可能となる業務範囲を広げていただきたい。 

   ⇒専門学校としては、次の法改正で教育内容についての意見書が出せ

るよう動いている。 

  ・愛玩動物看護師の注射やスケーリング等の診療行為については、獣医

師の判断の下であれば可能であるが、事故が起こった場合には彼等の

仕事の範囲を狭めることにもつながってくるため、きちんとした教育

をしなければならない。農水省としても、将来的に愛玩動物看護師の

能力が向上することにより業務範囲を広げていくことが念頭に入って

いると思われ、獣医師法の範囲の中で侵襲性の低いものであれば問わ

れない。ただ、調剤とレントゲンの照射については別の法律になるた

め完全な法律違反となり、引き続き獣医師が実施する必要がある。 

  

（３）動物共生関連科（動物共生研究科・動物共生総合科） 

  ・建設業ではあるが、昨年は愛玩動物看護師資格を取得した社員が数名

いる。 

  ・国土交通省住宅局から被災地への支援の要請があった。現在は二次災

害を防ぐためドローンを使い崩壊しそうな建物の調査を提案している

ところである。 

  ・企業での人材確保に関して、インターンも含めて動きが早くなってき

ているため、ＡＯ入試については今の時流に即した戦略であると思う。 

  ⇒今年の出願者のほとんどは高校時代をコロナ禍で過ごした。その影響

だけではないと思われるが、早い時期に進路決定をする傾向にあり、

本校でもＡＯ入試の導入に踏み切った。しかしながら、高校の先生、 

   本校を希望している方々には、きちんとした入学制度の実施であると

いうことを説明していきたい。 

・特別養護老人施設では、北区から社会福祉避難所の機能としてペット

と一緒に避難ができるかという問い合わせがあった。また、独居、老々

の高齢世帯が増えているとのことで、今後の課題となった。 

  ⇒ペット同伴の避難については、北区及び獣医師会と連動し、体験実施

等も行っていきたいと思っている。 

  ・コロナの規制が緩和され、昨年は下半期から介在実習の受け入れを再

開できた。その際、学生が自主的にサークル活動の一環として企画を
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考え、動物とのふれあいに限らず、入居者・高齢者と手芸や体操をす

る等、活動の幅を広げていた。参加者にも好評であり、また来年度以

降も学生主体のサークル活動などの企画を期待している。 

  ⇒動物共生関連科のカリキュラムで、動物介在活動の授業がある。動物

介在活動は、介護職員初任者研修の資格を取得した上で、しつけ訓練

の成果の発表の場として設けているが、サークル活動については、学

生が自ら自主的に行っている授業外の活動となるため、温かく見守っ

ていただければと思う。 

  ・地域交流会として、近隣の保育園と本校の学生と近隣地域の高齢者で

交流するという会を催した。地域意識の中で大切な、自助、互助、共

助、公助があるが、主に互助、共助の架け橋になり、地域福祉の発展、

活発化に繋げていければと思う。また学生が社会に出てからの知識、

意識として役立つと思われ、その一助になればと思う。 

  ⇒地域交流については、完全ではないが可能な限り協力させていただき

たい。 

 

（４）各学科共通 

・学生への法令遵守についての教育及び、学生が就職を考えている企業

が法令遵守をしている企業であるかどうかを重要視し、学校側でアプ

ローチをしているか。 

・法令遵守の時代になってきており、内部告発の可能性も含めて注意し

ていかなければならない。 

⇒法令遵守については、関係法令という科目のある学科もあり、各授業

の中で教育している。企業様へのアプローチ、企業を選ぶ基準につい

ては就職ガイダンスの中で行っているが、実際に就職してから法令遵

守に違反している企業であるとわかり退職するケースもある。 

・年初の災害については、獣医師会からも現地に数名派遣されている。

課題として、互助と共助の部分が恐らくは足りていないと思われる。 

 日本獣医師会ではマイクロチップ情報登録でＡＩＰＯがあるが、環境

省のマイクロチップ情報登録の関係でＡＩＰＯ自体の利用が急激に減

っている。獣医師会としてはＡＩＰＯに付加価値を付けていきたいと

考えている。その提案の一つに災害があり、互助の部分で地域のイン

フラとしての動物病院を維持できるような体制を獣医師会で作ってい

ければと考えている。獣医師会に入っていることが公に対していかに

価値の高いものを提供できるかということを行っていきたい。 

・動物愛護法改正から犬の販売頭数が急激に減っている。明確にわかっ

ているのは、消費税増税があった 2014 年、2019 年、ＧＤＰレフレク

ターが急速に落ち込んだ 2017年の、内需が急激に減ったタイミングに

犬の販売頭数も減っている。今回、販売頭数が減っているのは、恐ら
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くは物価高によるものであると思われ、つまり、マクロ経済によって

大きく左右されているということを認識しながら動く必要がある。政

治、選挙は大事。 

・愛玩動物看護師の給料が昨年前年比で 19.9%上がった。物価高もあり

国家資格化することによって手当等も含めて全体的に上げていった。

愛玩動物看護師の給料が上がるという時代が来ること、また、診療行

為に関しても、しかるべく教育をすることにより大きく変わっていけ

ると思う。 

 ⇒本校が飼育している 100 頭近くの校有犬は学生が健康管理をし、専

任の獣医師の下、スケーリングの授業も行っている。今後もできる限

り教育に生かしていきたい。また、社会情勢についても教育の中で触

れていかなければならないと考えている。 

 

５．次回委員会開催連絡 

次回の委員会を、令和６年６月１８日（火）14：00～15：00 とする。詳

細は後日連絡。 

 

６．閉会 

座長の坂本敏校長から閉会の挨拶があり、教育課程編成委員会が閉会し

た。 

 

【配布資料】 

・教育課程編成委員会 令和５年度第２回委員会 議事次第 

・令和６年度運営計画（案） 

・教育課程編成委員会 令和５年度第１回委員会 会議議事録 

以上 

 

 


